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研究目的

フォーカスグループインタビューを用いて、ジュニアアスリートを取り巻く環境要因および今後のコン
ディショニングサポートに有用な要素を課題抽出すること

研究対象者
1）ジュニアラグビー選手を指導している指導者、スタッフ（コーチ、トレーナー等）
2-1）ジュニアラグビー選手（小4、小5）とその両親のどちらか
2-2）ジュニアラグビー選手（小6、中1、中2）とその両親のどちらか

研究概要

ジュニアラグビー選手における競技力向上および障害予防のためには、包括的かつ適切にサポー
トできるシステムの構築が必要です。そこで、本研究では、その端緒として、フォーカスグループイン
タビューを用いて、ジュニアラグビー選手のコンディショニングサポートに有効な要素を抽出、整理す
ることを考えました。フォーカスグループインタビューは、発言者の心理的な負担が少なく、発言しや
すいことや、研究対象者の経験、認識、意見、知識について、詳細な情報を調査できることが長
所とされています。海外では、アスリートを対象としたフォーカスグループインタビューの研究がいくつ
か報告されています。本研究によりジュニアラグビー選手のためのコンディショニングサポートプログラ
ムが開発されることで、ジュニアラグビー選手の競技力向上および障害予防の観点から新たな学
術的創造性を付与することが期待され、わが国の競技力向上の推進に寄与することが期待でき
ます。

研究に用いる情報の種類 電子データ（フォーカスグループインタビューによって得られた音声及び逐語録）
紙媒体データ（質問票によって得られた研究対象者の特徴）
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